
■ 
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
と
の
交
流

　

第
10
代
目
の
日
本
語
語
学
指
導
員
と

し
て
、
秋
田
市
出
身
の
堀
川
さ
ゆ
み
さ

ん
を
派
遣
し
、
10
月
25
日
か
ら
活
動
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
は
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
外
交
関
係
開
設
１
５
０
周
年
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
日
本
へ
の
関
心
が
さ
ら

に
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

現
地
の
高
い
日
本
語
習
得
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

■ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

今
年
度
は
、
12
自
治
会
に
お
い
て
、

集
落
支
援
員
が
課
題
や
地
域
資
源
を
把

握
す
る
状
況
調
査
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
う
ち
３
自
治
会
で
は
、
集
落
の
現
状

や
将
来
像
を
共
有
し
な
が
ら
活
性
化
に

向
け
た
活
動
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
集
落
支
援
員
が
自
治

会
に
よ
る
話
し
合
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
と
も
に
、
自
治
会
が
行
う
主
体
的
な

取
り
組
み
を
支
援
し
な
が
ら
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

■ 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内

各
地
区
に
配
置

　

４
月
に
花
輪
・
尾
去
沢
地
域
を
カ

バ
ー
す
る
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所

す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

市
内
す
べ
て
の
地
域
に
配
置
と
な
り
ま

す
。

■ 
臨
床
研
修
医
を
受
け
入
れ

　

か
づ
の
厚
生
病
院
で
は
、
10
月
か
ら

の
３
カ
月
間
、
岩
手
医
科
大
学
を
卒
業

し
た
臨
床
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
臨
床
研
修
を
行
う
医
師

が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た

り
医
師
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

本
市
へ
の
定
着
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

■ 
農
業
の
６
次
産
業
化
を
進
め
る
協

定
を
締
結

　

11
月
28
日
に
か
づ
の
商
工
会
、
秋
田

銀
行
と
の
３
者
で
、「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

企
業
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
よ
り
質
の

高
い
農
業
経
営
の
支
援
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
販
路
の
拡
大
や
農
産
加
工

品
の
製
造
な
ど
６
次
産
業
化
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
農
業
者
を
支
援
し
、
地
域
農

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■ 

「
稼
げ
る
観
光
」
の
実
現
を
目
指
す

　

10

月

末

の

観

光

客

数

は

約

１
６
２
万
８
千
人
で
、
前
年
比
０
・
６
％

の
増
と
な
り
、
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
も
、

約
20
万
５
千
人
で
前
年
比
３
・
０
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
か
づ
の
観
光
フ
ァ

ン
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
員
」
制
度
や
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
キ
ャ
ン

ぺ
ー
ン
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
に
活
用

し
て
観
光
情
報
の
発
信
を
行
っ
た
こ
と

が
奏
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
の
駅

お
お
ゆ
の
オ
ー
プ
ン
や
、
八
郎
太
郎
号

に
よ
る
二
次
ア
ク
セ
ス
充
実
の
効
果
も

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
「
稼
げ
る
観
光
」
の
実
現
を

目
指
し
、
鹿
角
観
光
ふ
る
さ
と
館
あ
ん

と
ら
あ
の
大
規
模
改
修
を
は
じ
め
、
新

た
な
魅
力
の
構
築
と
誘
客
拡
大
に
向
け

た
効
果
的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

・
シ
ョ
プ
ロ
ン
に
第
10
代
語
学
指
導
員
を
派
遣

・
本
市
へ
の
観
光
客
数
と
宿
泊
客
数
が
増
加

・
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
２
月
に
開
催

平成30 年第8 回鹿角市議会定例

会が11 月30 日から20 日間の会

期で開かれ、補正予算案などの

議案が審議されました。初日に行

われた市長の行政報告の概要は

次のとおりです。

平成30年第8回定例会

行 政 報 告

■ 

新
規
学
卒
者
の
内
定
状
況

　

鹿
角
管
内
の
高
校
を
来
年
３
月
に
卒

業
見
込
み
の
生
徒
数
は
２
７
４
人
で
す

が
、
９
月
末
現
在
の
縁
故
・
血
縁
、
公

務
員
を
除
い
た
県
内
就
職
希
望
者
は
53

人
で
、
県
内
就
職
希
望
率
は
63
・
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
高
校

生
と
事
業
所
の
交
流
や
地
元
企
業
情
報

の
発
信
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

で
、
管
内
高
校
生
の
地
元
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
就
職
率
も
上
昇
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
９
月
末
時
点
で
の
新
卒
の

管
内
求
人
数
は
86
事
業
所
２
２
９
人
で
、

人
手
不
足
が
続
い
て
い
る
た
め
、
引
き

続
き
関
係
機
関
、
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
求
人
・
求
職
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
進
め
、
内
定
率
１
０
０
％
の

早
期
達
成
と
市
内
企
業
の
人
材
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

■ 

除
雪
に
万
全
の
態
勢
で
臨
む

　

市
道
除
雪
に
つ
い
て
は
、
除
雪
機
械

１
１
０
台
の
態
勢
で
、
冬
期
間
に
お
け

る
安
全
・
安
心
な
通
行
の
確
保
に
万
全

を
期
し
ま
す
。

■ 

都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
向
け
て

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策
に
伴
い
、

鏡
田
橋
の
架
け
替
え
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
３
月
20
日
ま
で
の
工
期
予

定
で
、
期
間
中
は
車
両
通
行
止
に
な
る

こ
と
か
ら
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
を
推
進

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
支
援
事
業
費

補
助
金
の
11
月
28
日
現
在
の
交
付
決

定
件
数
は
26
件
で
、
交
付
決
定
額
は

３
９
９
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識

の
高
ま
り
に
よ
り
、
当
初
の
想
定
を
超

え
る
申
請
件
数
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
さ
ら
に
申
請
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
ま
す
。

■ 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
完
了

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
完
了

し
、
１
月
に
竣
工
式
お
よ
び
施
設
内
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。
４
月
の
稼
働
を
目

指
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
安
全
・

安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
、
児

童
生
徒
の
食
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■ 

世
界
遺
産
登
録
へ
の
推
薦
は
見
送
り

　

大
湯
環
状
列
石
を
含
む
「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
遺
産

登
録
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
２
０
２
０

年
の
国
内
推
薦
を
自
然
遺
産
候
補
と
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
推
薦
は

見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
、
関
係
自
治
体
と
よ
り
一
層
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
世
界
遺
産
登
録

の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

■ 
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
２
月
に
開
催

　

２
月
８
日
か
ら
、「
第
68
回
全
国
高

等
学
校
ス
キ
ー
大
会
」
が
本
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
の

で
、
市
民
や
関
係
各
位
の
協
力
を
得
な

が
ら
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
―
０
２
０
３

1 堀川さんはショプロン市へ渡航する前に

児玉市長を訪問し、意気込みを語りました。

2 協定の締結により、農業者へのきめ細や

かな経営支援や販路拡大が期待されます。

3 新しい学校給食センターは 4 月から市内

小・中学校へ約 2,400 食を提供します。

4 本市は 2 月のインターハイ開催により、

5 年連続で全国規模の大会を開催すること

になります。（写真は平成27年インターハイ）
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